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５ 論文の特質 
 本論文は，フィルタを繰り返し計算に援用した逆解析において，感度行列の行列式および特異
値の推移に着目することで，逆解析が困難な構造物を簡便に判別し，さらに，感度行列の対角成
分の推移に着目することで，初期値の組み合わせを比として構成する設定手法により，逆解析の
精度の向上が可能であることを検証しており，これまでに類を見ない新たな提案である。また，
感度行列は多くのフィルタに含まれる項であり，本論文でも報告しているように，採用するフィ
ルタが異なる場合にも適用が可能であることが特徴である。さらに，観測量に用いるモーダルパ
ラメータが固有振動数に限定されず，固有モード形を用いた場合にも適用が可能であることを明
らかにした点は，特筆すべき成果である。 
 
６ 論文の評価 
 本論文で示されている初期値の設定方法が逆解析に与える影響について，フィルタを繰り返し
計算に援用した逆解析手法を対象として検討された研究はこれまでにほとんどなく，本論文は先
駆的研究として学術的な意義が高く評価される。さらに，射影フィルタを用いた逆解析を通して，
感度行列に局所前進差分法を用い，感度行列の行列式と対角成分および特異値の推移に着目する
ことで，逆解析結果の検証と適切な初期値の設定が可能となることを明らかにしたことは，実用
的な研究成果としても高く評価できる。 
 
７ 論文の判定 
本学位請求論文は，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び試験に
合格したので，博士（工学）の学位を授与するに値するものと判定する。 
以 上 
